
背ボトムの角度によっては、モーター先端のピンを取るだけでは
背ボトムが下がらない場合があります。（特に35度以上）
その際は、下記の手順で作業を行ってください。

①ご利用者様と寝具をベッドから降ろし、作業は背ボトムを手で支えて行ってください。

停電時の背下げ操作方法

背ひざ連結バー連結バー受け

※作業時は必ずご利用者様はベッドから降りていただき、作業を行ってください。
※プラグはコンセントから抜いてください。
※危険防止のため、作業は2人で行なってください。

②背ひざ連結バー先端のRピン及
びピンをはずしてください。

・背ひざ連結バーは連結バー受けに下ろ
してください。

※ひざボトムを持ち
上げることで、スムー
ズにピンを外せます。

ピンRピン

対応機種
      ミオレット
　              ・背上げ1モーターベッド
　　　　　　              PZB-M1RJB,PZB-M1RJB/M,PZB-M1SJB
　　　　　              　PZB-M1RJB-HH,PZB-M1RJB/M-MH,PZB-M1SJB-HH
　              ・2モーターベッド
　　　　　　              PZB-M2RJ,PZB-M2RJ/M,PZB-M2SJ
　　　　　　              PZB-M2RJ-HH,PZB-M2RJ/M-MH,PZB-M2SJ-HH
　             ・3モーターベッド
　　　　　　              PZB-M3RJ,PZB-M3RJ/M,PZB-M3SJ
　　　　　　              PZB-M3RJ-HH,PZB-M3RJ/M-MH,PZB-M3SJ-HH
     アルティレット
　             ・背上げ1モーターベッド
　　　　　              　PKB-AS1FA,PKB-AS1FB
　             ・2モーターベッド
　　　　　              　PKB-AS2FA,PKB-AS2FB
　             ・3モーターベッド
　　　　　　              PKB-AS3FA,PKB-AS3FB

背ボトム

ひざボトム



③背ボトムを片手で押さえ、下図に示したRピン及びバックオフバーを
　　はずしてください。（左右　各1箇所）

④背ボトムを腰ボトム側へ止まるまで移動させてください。

バックオフバー

⑤背上げモーター先端のRピンと
ピンをはずしてください。

・背上げモーターの先端を下げてください。

⑥下図のように背上げローラー部が降りることを確認して、③ではずしたバックオフ
バーとRピンを再び取付け、背ボトムを水平にしてご使用ください。

背上げローラー部

※矢印の方向
にボトムを移動
してください。

Rピン

ピン

Rピン

電力が回復しましたら、逆の手順で元に戻してご使用ください。
外したRピンとピンは背ボトムを元に戻す際に使用しますので、保管しておいてください。

アルティレットはイン
シュロックを切って、R
ピンを外してください。


